
　
私
た
ち
の
周
囲
に
は
見
過
ご
せ
な
い
事

実
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
都
市
の
過
半
数
を

超
え
る
地
面
気
象
観
測
所
が
移
転
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　「
も
し
移
転
し
な
け
れ
ば
、
気
象
観
測

所
は
既
に
天
気
を
正
確
に
観
測
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。」気
象
学
者
た
ち
は
、

な
す
術
な
し
と
い
っ
た
風
情
で
語
る
。
な

ぜ
な
ら
絶
え
間
な
く
建
設
さ
れ
る
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
大
型
商
業
ビ
ル
な
ど
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
森
」
は
、
す
で
に
多
く
の
都
市

の
地
面
気
象
観
測
所
を
包
囲
し
て
お
り
、

気
象
観
測
に
適
し
た
場
所
は
日
に
日
に
少

な
く
な
り
、
観
測
所
は
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
都
市
化

レ
ベ
ル
は
1
9
9
8
年
末
の
30
・
4
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
2
0
1
0
年
の
45
パ
ー
セ
ン
ト

に
発
展
し
て
お
り
、
毎
年
1
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、人
口
、

経
済
、
社
会
、
環
境
、
土
地
利
用
か
ら
廃

水
、
排
気
、
個
体
廃
棄
物
そ
し
て
交
通
問

題
、
交
通
に
よ
る
騒
音
な
ど
各
方
面
に
反

映
さ
れ
、一
連
の
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
都
市
化
の
も
た
ら
す
問
題
は
急
激
に
増

え
、
特
に
環
境
問
題
は
各
都
市
が
注
目
す

る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
あ
る
専
門
家
に
よ

エコ万博への挑戦
総力特集
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メインストリートのイメージ図

都市とはなにか？それは人々がより素晴らしい生活を享受できる
場所である。しかしながら、都市化は客観的な地域社会経済現

象であると同時に、各種の問題をもたらした。上海万博は初の「都市」
をテーマとした万博として、環境と持続発展の強調が万博組織者たち
の重要な着眼点であり、力を入れるポイントでもある。2010年、黄
浦江のほとりで私たちのグリーン万博が創造される。

る
と
、「
環
境
問
題
の
処
理
が
悪
け
れ
ば
、

社
会
の
協
調
的
発
展
を
脅
か
す
ひ
と
つ
の

爆
弾
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
都
市
の
造
営
は
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
。
都
市
環
境
の
中
に
存
在

す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
都
市
の

住
民
に
都
市
化
の
利
点
に
つ
い
て
体
験
さ

せ
、人
々
に
「
高
投
資
、高
消
費
、高
排
出
」

の
荒
っ
ぽ
い
都
市
発
展
モ
デ
ル
を
排
除
さ

せ
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
都
市
運
行
規
制
を

設
け
、「
循
環
経
済
」
の
理
念
を
都
市
管

理
の
中
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
、
都
市
を
テ
ー
マ
と
し
た

初
の
万
博
が
上
海
で
開
催
さ
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
持
続
発
展
可
能
な
都
市
化
の
道
を

歩
む
べ
き
か
、
各
国
、
各
都
市
の
都
市
化

へ
向
け
て
の
有
益
な
試
み
を
展
示
す
る
。

こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
適
し
た
方

法
を
い
か
に
多
く
得
、
そ
の
経
験
を
ど
れ

だ
け
参
考
に
で
き
る
か
に
多
く
の
人
の
関

心
が
あ
つ
ま
る
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
万
博
自
体
が
会

場
計
画
、
建
設
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
建

築
物
に
至
る
ま
で
、
全
て
が
実
際
に
エ
コ

を
体
現
し
、
持
続
発
展
可
能
の
理
念
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

上海万博会場のイメージ図
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In Seven Guiding
Green Practices
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太
陽
が
燦
爛
と
輝
く
万
博

　　
上
海
万
博
が
目
指
す
太
陽
が
輝
く
「
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
エ
キ
ス
ポ
」
は
注
目
に
値
す
る
。
ソ
ー
ラ

ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
応
用
技
術
に
ま
つ
わ
る
一
連
の

「
エ
キ
ス
ポ
科
学
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
か

な
り
早
い
時
期
か
ら
動
き
始
め
て
い
た
。

万
博
会
場
は
多
く
の
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
建

築
一
体
化
の
施
設
が
現
わ
れ
、
ソ
ー
ラ
ー
ル
ー

フ
、
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ォ
ー
ル
そ
し
て
光
電
建
築
一
体

化
、
光
熱
建
築
一
体
化
、
風
光
相
互
補
充
な
ど

の
技
術
が
万
博
施
設
に
ク
リ
ー
ン
な
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
提
供
す
る
。

　
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
お
そ
ら
く
ソ
ー
ラ
ー
自
動

車
だ
ろ
う
。
来
場
者
は
こ
れ
に
乗
り
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
交
通
機
関
の
心
地
よ
さ
を
体
感

で
き
る
。

　
他
に
も
、
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
万
博
の
景
観
計
画
の
中
に
充
分
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
来
場
者
は
万
博
会
場
内
に
ソ

ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
、
ソ
ー
ラ
ー
表
示
板
、
ソ
ー
ラ

ー
噴
水
、
ソ
ー
ラ
ー
彫
刻
、
そ
し
て
雨
を
避
け

る
だ
け
で
な
く
、
発
電
機
能
も
あ
る
黄
浦
江
両

岸
の
ソ
ー
ラ
ー
回
廊
や
車
両
の
遮
光
効
果
が
あ

り
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
も
行
え
る
駐
車
場
な
ど
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
は
ソ
ー
ラ
ー
携
帯
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ

ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
別
ゴ
ミ
箱
な
ど
、
こ
れ
ら

ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
展
示

は
来
場
者
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
人
類
の
生
活
に

も
た
ら
す
変
化
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
　

「
私
達
は
技
術
の
応
用
と
展
示
を
通
し
て
、
人

類
の
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
認
知
度
を
高

め
、
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
新
し
い
理

念
を
語
る
。
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
上
海
万
博

で
広
い
応
用
と
推
進
が
行
わ
れ
、
重
要
な
先
導
と

模
範
的
作
用
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
」　

ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
太
陽
は
毎
日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
我
々

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。
統
計

に
よ
る
と
、
太
陽
は
地
球
表
面
に
お
よ
そ

17
兆
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
射
し

て
お
り
、
今
現
在
の
全
世
界
の
一
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
3
.
5
万
倍
に
相
当
す

る
。
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は
光
熱
、

光
電
、
光
化
学
な
ど
を
含
む
。

―
「
万
博
会
場
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
半
導

体
照
明
と
展
示
計
画
研
究
」　
科
学
技
術
特
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
　
李
紅
波
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廃
棄
物
を
宝
に
変
え
る
方
法

　　
上
海
万
博
で
は
、
大
勢
の
来
場
者
が
生
活
ゴ

ミ
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
利
用
を
い
か
に
最
大
限
に
実
現
す
る
か
の

問
題
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
専
門
家
チ
ー

ム
は
今
、生
活
ゴ
ミ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
、

お
よ
び
生
活
ゴ
ミ
処
理
方
法
と
資
源
化
利
用
施

設
、
会
場
の
生
活
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
資
源
化
、

無
害
化
か
ら
物
質
循
環
利
用
を
目
標
と
し
て
研

究
を
続
け
て
い
る
。

　
万
博
会
場
内
全
体
の
ゴ
ミ
を
ま
と
め
て
処
理

す
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
会
場
内
に
設
け
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
方
法
と
し
て
は
ゴ

ミ
の
分
類
に
よ
る
加
工
処
理
を
進
め
、
例
え
ば

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ゴ
ミ
は
前
も
っ
て
分
け
て
お

き
、
分
別
・
圧
縮
な
ど
の
中
間
処
理
を
経
て
か

ら
相
応
の
処
置
を
行
い
直
接
会
場
内
で
利
用
す

る
。

　
会
場
内
で
大
量
に
出
さ
れ
る
「
生
ゴ
ミ
」
は

重
要
な
無
限
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
生
ゴ
ミ
は
ま
さ
に
微
生
物
に
よ
る
水
素
生

成
と
メ
タ
ン
を
採
取
で
き
る
ベ
ス
ト
な
基
本
物
質

だ
か
ら
だ
。
余
っ
た
固
体
は
会
場
内
の
植
物
の

有
機
肥
料
と
な
る
。

　
他
に
も
多
く
の
生
活
ゴ
ミ
、
例
え
ば
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
紙
、
服
な
ど
の
分
解
し
に
く
い
化
学

繊
維
な
ど
が
、
将
来
的
に
は
木
材
や
紙
な
ど
の

理
想
的
な
代
用
品
と
し
て
開
発
製
造
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
石
綿
や
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
と
い
っ
た
人
体
に
有
害
な
物
質
が
含
ま

れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
新
た
な
エ
コ
環
境
保
護

商
品
と
し
て
引
用
領
域
が
広
い
。

　

「万
博
の
来
場
者
の
ピ
ー
ク
が
毎
日
80
万
人
だ
と

し
た
ら
、
毎
日
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
30
ト
ン
前
後
で

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
生
ゴ
ミ
が
約
60
％
で
18
ト

ン
前
後
、
1
ト
ン
の
生
ゴ
ミ
は
1
5
0
度
前
後
の

発
電
が
可
能
で
、
18
ト
ン
は
お
よ
そ
2
7
0
0
キ

ロ
ワ
ッ
ト
前
後
の
電
力
で
あ
る
。」

―
「
万
博
会
場
廃
棄
物
循
環
利
用
製
品
製
造
技

術
と
模
範
実
演
」
科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

責
任
者
　
趙
由
才

廃
棄
物
処
理

　
毎
日
出
さ
れ
る
廃
棄
物
は
ど
こ
に
送
ら

れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？「
ゴ
ミ
の
引
越
し
」

は
環
境
汚
染
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

埋
め
立
て
の
方
法
は
、
物
質
に
よ
っ
て
は

分
解
に
非
常
に
長
い
時
間
を
要
し
、
循
環

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
土
壌
と
地
下
水

に
危
害
が
及
ぶ
。

　
し
か
し
な
が
ら
実
は
「
廃
棄
物
」
に
は
利

用
で
き
る
「
資
源
」
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

あ
る
種
の
鉱
山
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

例
え
ば
1
ト
ン
の
廃
紙
か
ら
8
0
0
キ
ロ
の

新
し
い
紙
が
作
り
出
せ
、
17
本
の
樹
木
を

救
う
こ
と
が
で
き
、
3
立
方
メ
ー
ト
ル
の
ゴ

ミ
埋
め
立
て
ス
ペ
ー
ス
が
節
約
で
き
、
製
紙

の
際
に
排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
は
75
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
し
、
製
紙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

耗
を
40
〜
50
パ
ー
セ
ン
ト
に
抑
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
紙
は
少
な
く
と
も
2
回
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
。
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光
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

万
博
を
彩
る

　　
上
海
万
博
会
期
中
、
華
や
か
な
光
が
夜
空
を

彩
る
。
河
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
み
た
て
て
、「
水
、

火
、
天
、
光
、
声
、
色
」
な
ど
多
種
の
エ
レ
メ

ン
ト
が
融
合
し
、
万
博
会
場
に
光
と
影
を
映
し

出
す
。
舞
い
踊
る
光
は
建
築
物
と
絡
ま
り
あ
っ

て
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
、
上
海
の
夜
景
を
華
麗
に

照
ら
す
。

万
博
会
場
の
夜
景
は
、
主
と
し
て
大
型
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
性
の
強
い
ラ
イ
ト
を
通
し
て
、
点
、

線
、
面
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
明
暗
、
高
低
な

ど
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
き
、
動
と
静
の
結
合
は

活
力
に
溢
れ
、
時
代
の
息
吹
を
映
し
出
す
。

L
E
D
は
一
種
の
エ
コ
光
源
で
あ
り
、
演
出
の
芸

術
化
の
上
で
も
多
く
の
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、赤
、

青
、
黄
、
緑
な
ど
の
色
わ
け
で
、
万
博
会
場
内

を
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
各
地

域
を
区
分
す
る
標
識
な
ど
に
利
用
で
き
る
。

上
海
万
博
の
期
間
中
、
夜
間
に
も
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
を
昼
間
に
引

き
続
き
万
博
会
場
内
に
留
め
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
の
た
め
、
高
揚
し
た
気
分
を
盛
り
上

げ
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
や
心
地
よ
さ
な
ど
も

重
要
と
な
る
。
専
門
チ
ー
ム
は
視
覚
、
知
覚
そ

し
て
心
理
的
な
面
に
対
し
て
、
好
ま
れ
る
色
や

明
度
を
詳
し
く
研
究
し
、
視
覚
的
に
心
地
よ
い

万
博
会
場
を
演
出
す
る
。

　
「
我
々
は
単
純
に
照
明
を
展
示
す
る
こ
と
は
な

い
。
人
類
の
歴
史
上
全
て
の
人
工
照
明
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
成
果
と
手
段
を
集
中
し
て
設
計
す
る
こ
と

で
、
都
市
照
明
の
一
部
分
に
し
、
同
時
に
科
学

技
術
の
成
果
も
展
示
し
た
い
。
我
々
が
展
示
す
る

の
は
そ
の
技
術
で
は
な
く
、
こ
の
上
海
と
い
う
都
市

で
あ
る
。」

―
―
「
万
博
会
場
景
観
光
環
境
計
画
と
新
技
術
の

応
用
」
科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
　

郝
洛
西

エ
コ
照
明

　
エ
コ
照
明
は
、
国
際
的
に
通

用
す
る
省
エ
ネ
、
環
境
保
護
の

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
照
明
な
ど

を
指
す
。
完
全
な
エ
コ
照
明
は

高
効
率
、
エ
コ
、
安
全
、
心
地

良
さ
な
ど
4
つ
の
項
目
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
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「
天
か
ら
の
賜
り
も
の
」

雨
水
を
巧
み
に
利
用
す
る

　　
地
球
上
の
淡
水
資
源
が
ま
す
ま
す
足
り
な
く

な
っ
て
い
る
現
在
、
人
類
は
雨
水
と
い
う
巨
大

な
財
産
に
目
を
向
け
て
お
り
、
多
く
の
行
動
が

実
際
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
上
海
万
博
開
催
は

そ
の
良
い
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
成
果
と

経
験
は
お
そ
ら
く
将
来
の
模
範
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
上
海
万
博
会
場
の
多
く
の
新
し
い
建
築
物
と

保
存
さ
れ
た
昔
の
大
型
建
築
物
に
は
、
エ
コ
屋

上
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
エ
コ
技
術
を
採
用
し
て

集
め
ら
れ
た
雨
水
は
簡
単
な
処
理
を
経
て
市
政

用
水
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。
乾
季
に
は
黄
浦
江

の
水
を
処
理
し
、
万
博
会
場
内
の
緑
地
灌
漑
と

道
路
清
掃
の
需
要
を
満
た
す
。
良
質
な
水
道
水

の
使
用
量
を
少
な
く
し
、
水
資
源
を
節
約
し
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
。

　
上
海
万
博
会
場
の
緑
化
景
観
に
は
、
大
面
積

「
H
V
自
動
車
」

新
時
代
を
先
駆
け
る

　
上
海
万
博
会
場
内
で
の
公
共
交
通
機
関
は
三

種
類
の
ク
リ
ー
ン
動
力
自
動
車
の
使
用
が
考
え

の
緑
地
と
歩
道
、
広
場
が
あ
る
。
会
場
の
建
設

過
程
に
お
い
て
、
く
ぼ
ん
だ
緑
地
や
浸
透
性
の

良
い
舗
装
が
さ
れ
た
施
設
な
ど
、
部
分
的
な
雨

水
を
保
存
し
て
貯
め
ら
れ
、
同
時
に
水
は
け
の

良
さ
を
強
化
し
、
排
水
シ
ス
テ
ム
の
負
担
と
排

水
収
集
管
工
事
の
コ
ス
ト
を
抑
え
、
洪
水
を
防

ぐ
シ
ス
テ
ム
の
経
費
も
削
減
で
き
る
。
さ
ら
に
は

貯
水
と
排
水
の
一
連
の
過
程
に
お
い
て
、
一
部
の

汚
染
を
除
去
し
、
都
市
の
汚
染
を
減
ら
す
こ
と

が
出
来
る
。

　
　「

都
市
の
雨
水
に
総
合
的
な
管
理
を
進
め
、
収

集
処
理
と
そ
の
資
源
化
、
生
態
化
の
利
用
は
将
来

の
資
源
利
用
、
洪
水
の
予
防
、
都
市
景
観
、
環

境
改
善
な
ど
の
功
能
の
一
体
化
に
有
効
で
あ
る
。」

雨
水
の
収
集
利
用

　
雨
水
の
利
用
は
地
下
水
の

処
理
の
中
で
必
要
な
軟
水
材

料
の
節
約
と
な
る
。
雨
水
の

科
学
的
収
集
及
び
合
理
的
な

貯
蔵
と
使
用
は
排
出
を
抑
え

る
ひ
と
つ
の
有
効
な
方
法
で

あ
る
。

―
「
上
海
万
博
雨
水
収
集
利
用
技
術
研
究
」

科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
　
張
辰

H
V
自
動
車

　

未
来
型
、
エ
コ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
乗
り
物
の
中
で
、
H
V

自
動
車
が
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
大
き

く
普
及
し
て
い
き
、
私
た
ち
の
周
囲

の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
く
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
H
V
自
動
車
は
、
外
見

は
今
ま
で
の
自
動
車
と
変
わ
ら
な
い

が
、「
ゼ
ロ
排
出
」
を
実
現
可
能
に

す
る
乗
り
物
な
の
で
あ
る
。
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ら
れ
て
い
る
。
新
型
無
軌
道
電
車
、
ス
ー
パ
ー

コ
ン
デ
ン
サ
ー
車
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
蓄
電
池
の

混
合
動
力
車
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
ゼ
ロ
排
出
」

を
実
現
し
、
来
場
者
に
エ
コ
で
ク
リ
ー
ン
な
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
H
V
自
動
車
の
動
力
は
水
素
で
排
出
さ
れ
る

浄
水
、
水
は
ま
た
水
素
生
成
の
原
料
で
あ
り
、

全
過
程
が
循
環
、
ク
リ
ー
ン
で
、
燃
焼
と
い
う

過
程
が
な
い
の
で
機
械
の
磨
耗
も
な
い
。
そ
し
て

蒸
気
機
関
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
･
エ
ン
ジ
ン
な
ど
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
効
率
が
高
い
。

　
こ
れ
ら
は
、「
エ
コ
、
新
科
学
技
術
、
省
エ
ネ
」

の
特
性
を
万
博
会
場
内
で
展
示
し
、
模
範
と
そ

の
応
用
を
示
し
、
来
場
者
は
乗
車
す
る
こ
と
で

体
感
で
き
る
。
こ
れ
は
国
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
池

自
動
車
技
術
に
対
す
る
検
証
だ
け
で
な
く
、
直

観
的
に
万
博
の
テ
ー
マ
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
は
未
来
の
自
動
車
の

発
展
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
歩
進

ん
で
革
新
技
術
を
掌
握
し
、
『
す
ば
ら
し
い
都
市

生
活
』
以
外
に
、
中
国
の
自
動
車
産
業
も
す
ば

ら
し
い
未
来
を
期
待
し
て
い
る
。」

―
―
「
万
博
会
場
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
池
自
動
車

運
営
計
画
研
究
」
科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

責
任
者
　
余
卓
平
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ク
ー
ル
エ
キ
ス
ポ

　
上
海
万
博
は
春
、
夏
、
秋
の
三
つ
の
季
節
に

ま
た
が
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
万
博
の
各
種
パ
ビ

リ
オ
ン
、
公
共
施
設
の
収
容
人
数
に
は
限
り
が

あ
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
館
の
移
動
や
入
館
の
待
ち

時
間
な
ど
、
来
場
者
は
一
部
の
時
間
を
屋
外
で

過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
特
に
酷
暑
の
季
節
に
は
、

屋
外
で
は
か
な
り
暑
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

に
対
し
て
の
万
博
会
場
の
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

ク
ー
リ
ン
グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
も
な
さ
れ

て
い
る
。

　
空
間
的
に
は
、
万
博
会
場
の
総
合
的
な
配
置

は
自
然
風
が
通
う
よ
う
に
さ
れ
て
お
り
、
緑
地

な
ど
を
利
用
し
ク
ー
リ
ン
グ
を
は
か
る
。
万
博

会
場
の
特
徴
を
鑑
み
て
、
専
門
家
は
「
成
長
の

早
い
高
さ
の
あ
る
常
緑
樹
を
植
え
、
緑
の
天
井

空
間
を
つ
く
り
、
自
然
の
東
屋
を
つ
く
る
」「
建

築
物
と
木
々
の
間
は
通
り
抜
け
る
涼
し
い
風
が

生
成
し
、
全
体
的
に
温
度
を
下
げ
る
」「
ミ
ス
ト

の
ス
プ
レ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
温
度
を
下
げ
る
」

「
ア
ー
ケ
ー
ド
を
作
り
日
除
け
を
設
け
る
」
と
い

っ
た
ク
ー
リ
ン
グ
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　
水
を
利
用
し
た
屋
外
温
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
、
水
の
カ
ー
テ
ン
、
ミ

ス
ト
の
ス
プ
レ
ー
、
人
工
降
雪
、
結
露
な
ど
の
措

置
が
あ
る
。
専
門
チ
ー
ム
は
各
種
の
水
に
よ
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ォ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ー
ト
、

ス
ノ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
ミ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ス
プ

レ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
ク
ー
リ
ン
グ
設
計
構
想
を

も
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
ス
ノ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
は

温
度
を
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
ス
プ
レ
ー
に
草

や
花
や
海
の
香
り
を
漂
わ
せ
る
効
果
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　
「
我
々
が
望
ん
で
い
る
の
は
万
博
会
場
が
涼
し
く

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
エ
コ
で
万
博
会
場
が

都
市
の
中
に
溶
け
込
め
る
よ
う
に
、
都
市
と
循
環

呼
応
の
生
態
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。」

―
―
「
万
博
会
場
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ク
ー
リ

ン
グ
綜
合
技
術
研
究
」
科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
責
任
者
　
朱
偉

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
へ
の
対
策

　
人
口
の
都
市
集
中
と
、
工
業
の
発

達
、
交
通
渋
滞
は
都
市
に
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
私

達
は
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
「
ク

ー
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
」
に
変
え
る
べ
く
、

各
種
エ
コ
技
術
を
運
用
す
る
。

2010 SHANGHAI EXPO  14



緑
の
静
脈

　　
上
海
は
も
う
す
ぐ
世
界
に
向
け
た
1
8
4
日

間
に
渡
る「
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
す
る
。

各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
文
化
の
祭
典
を
繰
り
ひ

ろ
げ
る
。
こ
れ
ら
は
緑
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
上
海
の
高
温
多
湿
の
生

態
環
境
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
地
域
か
ら
参
加
す

る
各
国
の
植
物
と
は
生
育
環
境
が
異
な
る
。
研

究
チ
ー
ム
は
恒
久
的
な
緑
化
と
臨
時
的
な
緑
化

の
ふ
た
つ
の
ラ
イ
ン
か
ら
こ
の
難
題
を
解
決
し
よ

う
と
試
み
る
。

　
万
博
会
場
の
緑
化
景
観
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
景
観
ス
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
違
っ
た
種
類
の
植

物
を
配
置
し
て
い
く
。
そ
の
季
節
の
特
性
に
よ

り
、
一
定
の
緑
化
構
造
と
分
布
体
系
を
形
成
さ

せ
る
の
だ
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
メ
イ
ン
参
加
国
の
自
己
建
設

パ
ビ
リ
オ
ン
に
対
し
て
そ
の
植
物
の
選
択
、
景

観
造
り
と
調
整
技
術
に
一
連
の
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、
臨
時
性
緑
化
は
「
移
動

ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
、
祭
典
に
あ
わ
せ
て
交
換

し
、
循
環
利
用
が
可
能
で
、
色
々
な
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
も
で
き
、
異
国
の
自
然
や

伝
統
文
化
の
趣
を
会
場
内
に
濃
縮
で
き
る
。
移

動
で
き
る
緑
地
は
来
場
客
に
休
憩
場
所
を
提
供

し
、人
の
流
れ
が
激
し
い
と
き
は
緑
地
を
「
収
納
」

し
て
来
場
者
の
流
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　
上
海
万
博
会
場
は「
春
は
花
の
錦
を
ま
と
い
、

夏
は
緑
が
萌
え
、
秋
は
彩
り
豊
か
」
と
い
う
豊

富
な
景
色
を
創
造
し
て
い
き
、
さ
ら
に
周
辺
地

域
の
緑
化
を
推
し
進
め
、「
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
」

を
張
り
巡
ら
せ
、
美
し
い
生
活
風
景
を
世
界
に

示
す
。

　　「
我
々
が
創
造
す
る
緑
地
は
5
・
28
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
会
場
内
だ
け
に
収
ま
ら
な
い
。
万
博
会

場
を
飛
び
出
し
て
周
辺
に
も
緑
を
織
り
込
み
、
万

博
に
緑
の
大
地
図
を
描
く
の
で
あ
る
。」

―
―
「
万
博
会
場
緑
化
建
設
技
術
の
集
成
と
万
博

緑
化
系
統
」
科
学
技
術
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

責
任
者
　
陳
家
寛

グ
リ
ー
ン
･
シ
ス
テ
ム

　

グ
リ
ー
ン
･
シ
ス
テ
ム
は
人
の
体
内
に
め
ぐ

る
血
管
の
よ
う
に
、
合
理
的
に
分
布
し
て
こ
そ

そ
の
作
用
を
発
揮
す
る
。
た
だ
単
純
に
一
直
線

に
木
を
植
え
て
、
緑
地
を
作
れ
ば
良
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
細
い
血
管
が
大
量
の

血
を
一
度
に
送
れ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
グ

リ
ー
ン
･
シ
ス
テ
ム
は
分
散
し
た
小
さ
な
緑
地

組
織
が
よ
り
効
果
的
で
綜
合
的
な
エ
コ
功
能
を

生
み
出
し
、
そ
の
有
機
的
組
織
が
現
代
都
市
に

現
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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中
国
館
：
緑
地
の
標
識

　　
主
催
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
、

中
国
館
の
設
計
理
念
は
万
博
の
テ
ー
マ
を
体
現

す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
護
の
問
題
を
考
慮

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
中
国
館
の
古
典
的
雰
囲
気
の
あ
る
外
部
の
造

形
の
内
部
に
は
多
く
の
環
境
保
護
の
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
設
計
責
任
者
の
何

鏡
堂
氏
は
、「
我
々
は
中
国
館
を
設
計
す
る
中
で

環
境
保
護
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
特
に
重
視

し
、
一
連
の
完
璧
な
環
境
保
護
と
省
エ
ネ
策
略

体
系
に
よ
り
、
こ
の
建
築
を
も
っ
て
『
環
境
保

護
宣
言
』
す
る
」
と
表
明
し
た
。

チ
ー
ム
全
体
で
中
国
館
建
設
を
「
緑
地
の
標
識
」

と
成
す
。

挑
戦
：
室
温
調
節

対
応
：
自
己
遮
光
体
系
、
半
室
外
ガ
ラ
ス
廊

中
国
国
家
館
の
造
形
は
幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
た

屋
根
が
、
下
の
層
を
夏
の
陽
光
か
ら
自
然
に
遮

る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
地
方
館
の
外
廊
は
半

室
外
ガ
ラ
ス
廊
で
、
受
動
式
省
エ
ネ
技
術
よ
り

冬
季
に
は
保
温
、
夏
季
に
は
通
風
機
能
が
も
た

さ
れ
る
。
さ
ら
に
地
方
館
屋
上
の
「
中
国
ガ
ー

デ
ン
」
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
業
な
ど
の
技
術
を
運
用

し
、
熱
遮
断
に
有
効
で
あ
る
。

挑
戦
：
排
出
と
消
費
を
削
減

How to Create
　Green Buildings 緑

化
建
築
を

ど
う
創
造
す
る
か

　「
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
万
博
、
エ
コ
万
博
」
が
上
海
万
博
の

準
備
工
程
に
お
い
て
の
重
要
な
理
念
で
あ
る
。
万
博
会
場
の
建

設
に
は
、
す
で
に
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
新
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
マ
テ
リ
ア
ル
、
が
大
量
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

万
博
会
場
全
体
は
一
連
の
建
設
を
経
て
、「
青
天
白
雲
、
水
清
き

緑
地
」
と
い
う
良
好
な
生
態
環
境
を
営
造
し
、
最
終
的
に
「
よ

り
良
い
都
市
、
よ
り
良
い
生
活
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
体
現
す
べ
く

努
力
し
て
い
る
。

　
建
築
と
は
音
楽
が
凝
固
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
博
会
場
内
は

音
楽
だ
け
で
は
な
く
、さ
ら
に
緑
で
で
き
た
一
幅
の
巻
物
で
も
あ
る
。

各
種
の
建
築
物
や
パ
ビ
リ
オ
ン
は
科
学
技
術
と
文
化
の
成
果
を

展
示
し
、
万
博
の
思
想
と
前
衛
的
理
論
を
反
映
さ
せ
る
。
こ
れ

ら
は
21
世
紀
の
建
築
の
新
し
い
潮
流
―
―
省
エ
ネ
、
エ
コ
、
環
境
、

緑
化
、
調
和
の
模
範
と
な
る
。

　
す
で
に
公
に
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
建
築
物
を
見

て
い
こ
う
。
こ
れ
ら
は
我
々
に「
緑
化
建
築
を
ど
う
創
造
す
る
か
」

を
教
え
て
く
れ
る
。
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対
応
：
省
エ
ネ
照
明
、

ク
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
中
国
国
家
館
の
建
築
設
計
に
は
、
建
築
物
自

身
の
排
出
と
消
費
の
削
減
効
果
を
出
来
る
だ
け

実
現
し
て
い
る
。
建
築
表
皮
技
術
に
お
い
て
は
、

充
分
に
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
技
術
の
応
用
の

可
能
性
を
考
慮
し
た
。
例
え
ば
窓
は
全
て
低
消

費
の
二
重
構
造
ガ
ラ
ス
で
あ
り
、
中
国
館
の
ク

ー
リ
ン
グ
技
術
の
応
用
は
そ
の
電
力
消
費
の
負

荷
を
削
減
す
る
。
建
築
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
従
来

の
も
の
よ
り
25
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
消
費
を
実

現
可
能
に
す
る
。

挑
戦
：
省
エ
ネ
環
境
保
護

対
応
：
通
風
機
能
、

ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
中
国
館
は
通
風
性
が
良
い
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
採
用
し
て
い

る
。
中
国
館
の
屋
上
、
外
壁
に
は
ソ
ー
ラ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
池
が
設
置
さ
れ
、
中
国
館
全
体
の

照
明
す
べ
て
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
を
実
現

す
る
。

挑
戦
：
循
環
セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

対
応
：
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム
、

人
工
湿
地
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
景
観
設
計
に
お
い
て
は
、
循
環
セ
ル
フ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
要
素
を
加
え
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
館

の
屋
根
部
分
に
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム
を
設
計
し
、

中国館のイメージ図
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雨
水
の
循
環
利
用
を
実
現
さ
せ
る
。
天
然
の
雨

水
を
利
用
し
て
緑
地
に
給
水
し
、
さ
ら
に
道
路

清
掃
を
行
う
。
地
方
館
南
側
の
大
階
段
と
庭
に

も
水
を
景
色
と
し
て
取
り
入
れ
、
小
規
模
な
人

工
湿
地
を
作
り
、
そ
の
自
浄
能
力
を
利
用
し
て

都
市
の
局
部
に
エ
コ
景
観
を
提
供
す
る
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
：

陽
光
を
地
下
へ
導
く

　
万
博
会
場
最
大
の
景
観
で
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
は
上
海
万
博
グ
リ
ー
ン
建
築
の
大
胆
な

挑
戦
で
あ
る
。
建
築
造
形
と
交
通
の
利
便
性
に

お
け
る
重
大
な
突
破
口
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
先
進
エ
コ
技
術
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

単
純
な
交
通
路
の
要
な
ど
と
は
侮
れ
な
い
。

挑
戦
：
緑
の
地
下
空
間

対
応
：
「
陽
光
谷
」
と
地
下
ガ
ー
デ
ン

　
地
下
の
ス
ペ
ー
ス
と
い
え
ば
、
一
般
的
に
暗
く

沈
鬱
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
「
陽
光
谷
」
は
こ
の
問
題
を

解
決
し
た
。
6
個
の
巨
大
円
錐
状
の
「
陽
光
谷
」

は
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
入
り
口
と
中
間
部
分
に

分
布
し
て
お
り
、
そ
の
独
特
な
形
態
は
自
然
陽

光
を
地
下
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
は
新
鮮
な
空

気
を
提
供
し
、
人
工
照
明
に
よ
る
無
駄
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

当
然
、
太
陽
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
の
で
、
万

博
期
間
中
「
陽
光
谷
」
に
は
色
鮮
や
か
な
植
物

で
彩
を
添
え
、
そ
の
「
地
下
ガ
ー
デ
ン
」
は
エ
コ

と
環
境
保
護
の
魅
力
を
伝
え
る
。

挑
戦
：
室
温
調
節

対
応
：
河
の
水
源
、
地
熱
ポ
ン
プ

　「
陽
光
谷
」
以
外
に
も
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

で
は
エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て「
冬
暖
か
く
、

夏
涼
し
い
」
環
境
を
作
り
出
す
。
巨
大
な
道
路

の
地
下
部
分
に
は
7
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ

に
及
ぶ
パ
イ
プ
を
設
置
し
、
地
熱
ポ
ン
プ
を
形

成
し
て
い
る
。
地
熱
ポ
ン
プ
と
は
、
地
下
の
浅
い

部
分
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
高
効
率

に
供
熱
・
製
冷
で
き
る
省
エ
ネ
空
調
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
黄
浦
江
に
面
し
て

い
る
立
地
条
件
を
利
用
し
、
河
の
水
を
取
り
こ

み
、
温
度
調
整
に
利
用
し
、
快
適
な
室
内
環
境

を
提
供
す
る
。

挑
戦
：
循
環
セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

対
応
：
リ
ン
グ
状
ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル

　
他
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
も
利
用
す
る
雨
水
収
集

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
各
「
陽
光
谷
」

は
そ
の
広
口
花
瓶
の
口
の
よ
う
な
リ
ン
グ
状
の
ガ

ラ
ス
で
で
き
た
壁
に
よ
り
、
見
通
し
が
良
い
だ
け

で
は
な
く
、
雨
水
を
収
集
す
る
の
に
利
用
が
で

き
る
。
大
量
の
雨
水
は
地
下
室
に
貯
め
ら
れ
、

濾
過
し
た
あ
と
に
自
身
や
周
囲
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の

灌
漑
と
清
掃
に
利
用
さ
れ
る
。

テ
ー
マ
館
：

科
学
技
術
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

　
テ
ー
マ
館
は
、「
よ
り
良
い
都
市
、
よ
り
良
い

生
活
」
と
い
う
上
海
万
博
の
テ
ー
マ
を
展
示
し
、

万
博
の
恒
久
施
設
と
し
て
、
省
エ
ネ
に
お
い
て
は

独
創
性
に
富
ん
で
い
る
。

　
専
門
家
は
「
テ
ー
マ
館
の
設
計
方
案
は
上
海

都
市
の
特
徴
や
歴
史
や
人
を
陶
酔
さ
せ
る
イ
メ

ー
ジ
を
反
映
す
る
の
み
な
ら
ず
、
外
壁
と
屋
根

の
保
温
と
熱
遮
断
、
屋
根
の
通
風
と
採
光
な
ど

各
建
築
要
素
を
取
り
入
れ
た
」「
テ
ー
マ
館
は
上

海
の
現
代
化
都
市
の
顔
と
な
り
、緑
化
、省
エ
ネ
、

環
境
保
護
の
施
設
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

挑
戦
：
省
エ
ネ
発
電

対
応
：
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
屋
根

　
テ
ー
マ
館
の
屋
根
に
は
大
面
積
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
す
る
運
行
方
式
を
利
用
し
、
ソ
ー
ラ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
都
市
の
配
電
網
に
つ
な
が
る
。
面

積
は
3
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
パ
ネ
ル
は
現
段
階

で
中
国
国
内
に
お
け
る
単
体
面
積
が
最
大
で
あ

り
、
1
年
に
2
5
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
が

で
き
る
。
ま
た
、
毎
年
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

2
5
0
0
ト
ン
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

挑
戦
：
室
温
調
節

応
対
：
エ
コ
ウ
ォ
ー
ル

陽光谷のイメージ図
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テ
ー
マ
館
の
東
西
に
は
垂
直
緑
化
エ
コ
ウ
ォ

ー
ル
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
面
積
は
5
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
今
の
と
こ
ろ
世
界
最

大
で
あ
る
。
夏
は
緑
を
利
用
し
、熱
を
遮
断
し
、

外
壁
付
近
の
温
度
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

冬
に
は
太
陽
熱
に
よ
る
保
温
効
果
が
あ
り
、
壁

の
風
化
を
防
ぎ
、
長
期
使
用
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

挑
戦
：
複
雑
な
鋼
材
設
計

対
応
：
エ
コ
鋼
材

　
テ
ー
マ
館
の
設
計
は
「
里
弄
」「
老

虎
窓
（
天
窓
）」
と
い
っ
た
上
海
建
築

の
独
特
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
。
こ
の

建
築
ス
タ
イ
ル
を
表
現
し
つ
つ
、
エ
コ

科
学
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
環
境
保
護
、
省

エ
ネ
を
繰
り
返
し
利
用
で
き
る
鋼
材
が

ま
ず
あ
げ
ら
れ
た
。

万
博
セ
ン
タ
ー
：

知
恵
と
エ
コ
を
詰
め
て

　
万
博
セ
ン
タ
ー
は
万
博
で
最
も
重
要

な
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
万
博
セ
ン

タ
ー
設
計
総
責
任
者
の
傅
海
聡
は
、「
万

博
セ
ン
タ
ー
の
設
計
の
な
か
で
、『
エ
コ
、

省
エ
ネ
、
環
境
保
護
』
が
設
計
コ
ン
セ

プ
ト
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
素
朴
で
有

効
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
水
の
消
費
、
室
内
空
気
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
材
料
の
使

用
な
ど
を
様
々
な
方
面
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

万
博
セ
ン
タ
ー
を
知
恵
と
エ
コ
の
詰
ま
っ
た
建
築

物
に
す
る
」
と
語
る
。

挑
戦
：
節
水

対
応
：
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム

屋
根
の
雨
水
は
収
集
さ
れ
、
道
路
掃
除
や
緑
化

灌
漑
に
利
用
さ
れ
、
緑
地
の
浸
透
性
の
あ
る
舗

装
面
は
、
道
路
、
広
場
、
駐
車
場
な
ど
の
雨
水

を
浸
透
し
、
こ
れ
も
水
資
源
と
し
て
利
用
す
る
。

挑
戦
：
省
エ
ネ

対
応
：
自
然
採
光
、
遮
光
シ
ス
テ
ム
、

低
温
送
風
シ
ス
テ
ム
、
保
冷
シ
ス
テ
ム
な
ど

　
自
然
採
光
は
最
も
経
済
的
な
省
エ
ネ
方
法
で

あ
る
。
合
理
的
な
設
計
に
よ
り
大
部
分
の
ス
ペ

ー
ス
は
良
好
な
自
然
採
光
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。外
壁
に
は
遮
光
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
お
り
、

夏
の
炎
天
下
に
は
一
部
の
直
射
日
光
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
、室
内
に
入
り
込
む
熱
気
を
遮
り
、

省
エ
ネ
で
あ
る
と
同
時
に
快
適
な
室
内
環
境
を

つ
く
る
。
そ
の
他
に
も
低
温
送
風
シ
ス
テ
ム
、
保

冷
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
設
計
に
よ
り
、
空
調
の
運

行
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
、
室
内
空
気
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
保
証
し
、省
エ
ネ
の
目
的
を
達
成
し
た
。

挑
戦
：
環
境
保
護

対
応
：
汚
染
の
少
な
い
建
築
材
料
、

先
進
的
な
ウ
ォ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

　
万
博
セ
ン
タ
ー
は
全
部
ス
チ
ー
ル
結
合
で
あ

り
、
施
工
速
度
が
速
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、

施
工
作
業
の
周
辺
汚
染
も
少
な
い
。
建
築
材
料

も
研
究
を
重
ね
、
新
型
の
環
境
保
護
省
エ
ネ
材

料
を
選
択
し
た
。
外
壁
は
ガ
ラ
ス
結
合
の
ア
ル

ミ
板
、
陶
板
、
石
材
な
ど
を
採
用
し
て
違
っ
た

組
み
合
わ
せ
の
壁
面
を
形
成
し
、
呼
吸
式
ガ
ラ

ス
ウ
ォ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
（
別
名
二
重
構
造
ウ
ォ
ー

ル
ま
た
は
熱
通
路
ウ
ォ
ー
ル
）
と
低
放
射
中
空

ガ
ラ
ス
な
ど
次
世
代
製
品
を
運
用
し
、
室
内
の

採
光
と
新
鮮
な
空
気
を
追
及
し
た
。

万博センターのイメージ図

19  2010 SHANGHAI EXPO



パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
：

幕
が
下
り
る
こ
と
の
な
い

都
市
の
舞
台

　
総
建
築
面
積
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
24
時

間
持
続
運
営
、
3
6
0
°
多
機
能
劇
場
、
年
に

2
5
0
の
公
演
を
行
い
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ

ブ
、
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
な
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
が
集
ま
る
施
設
・
万
博
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
疑
い
な
く
上
海
の
文
化
発
信

地
と
な
る
だ
ろ
う
。

挑
戦
：
有
限
ス
ペ
ー
ス
の
持
続
可
能
利
用

対
応
：
多
機
能
、
変
化
に
富
む
施
設

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
は
機
能
上
自
由
自

在
に
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
テ
ー
ジ
の
自

由
設
置
、
伸
縮
と
昇
降
可
能
な
シ
ー
ト
設
計
、

施
設
技
術
の
手
段
を
相
応
に
配
置
し
、
転
換
機

能
を
実
現
さ
せ
た
。

　
屋
根
の
構
造
内
に
設
置
さ
れ
た
自
動
昇
降

仕
切
り
な
ど
も
施
設
の
調
整
に
貢
献
し
て
い

る
。
仕
切
り
が
天
井
部
に
隠
れ
て
い
る
と
き

に
は
1
8
0
0
0
人
収
容
可
能
な
セ
ン
タ
ー

式
多
機
能
施
設
に
な
り
、
仕
切
り
を
降
ろ
す

と
1
2
0
0
0
人
、
8
0
0
0
人
、
あ
る
い
は

5
0
0
0
人
が
収
容
で
き
る
規
模
の
違
っ
た
シ

ア
タ
ー
に
変
わ
る
。

挑
戦
：
建
築
形
態
の
エ
コ
省
エ
ネ

対
応
：
円
盤
型
外
観
、

周
囲
を
取
り
巻
く
緑
の
坂

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
チ
形
外
観

は
新
た
な
文
化
の
発
信
地
と
し
て
の
モ
ー
ド
感

を
突
出
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
護
の
考

慮
も
隠
さ
れ
て
い
る
。
下
層
部
の
円
弧
表
面
は

遮
光
の
役
割
を
果
た
し
、
高
温
の
季
節
に
は
直

射
日
光
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
ガ
ラ
ス

屋
根
の
地
下
空
間
に
自
然
採
光
を
取
り
入
れ
る
。

よ
く
見
る
と
「
円
盤
」
の
周
囲
を
緑
の
傾
斜
し

た
ラ
イ
ン
が
通
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
屋
根
を
覆

う
技
術
の
応
用
で
あ
り
、
建
物
を
周
辺
の
水
と

緑
の
景
色
に
溶
け
込
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
場

外
地
下
ス
ペ
ー
ス
の
保
温
と
断
熱
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。

挑
戦
：
省
エ
ネ
環
境
保
護
の
多
方
面
の
実
現

対
応
：
河
の
水
の
利
用
。
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム
、

外
壁
省
エ
ネ
な
ど

　
黄
浦
江
の
水
の
利
用
―
―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
は
河
の
水
の
冬
暖
か
く
夏
涼
し
い
特

徴
を
利
用
し
、
水
を
引
き
入
れ
て
効
率
的
な
省

エ
ネ
空
調
シ
ス
テ
ム
を
形
成
さ
せ
た
。

　
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム
―
―
施
設
の
上
部
に
雨

水
収
集
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
雨
水
の
循
環
利

用
を
実
現
さ
せ
た
。

外
壁
省
エ
ネ
―
―
施
設
の
外
壁
に
は
低
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
エ
コ
材
料
を
採
用
し
、
L
E
D
照
明

を
利
用
し
、
全
体
的
な
省
エ
ネ
を
可
能
に
し
た
。

外
国
館
編

ノ
ル
ウ
ェ
ー
館
：
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
木
材

と
中
国
の
竹
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
木
材
は
中
国
古
代
建
築
の
最
も
典
型
的
な
材

料
で
あ
る
。
ま
た
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
木
工
技
術
は
、

先
進
の
合
板
技
術
は
大
型
の
建
築
を
つ
く
る
こ

と
も
で
き
、木
材
の
質
感
も
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

ノルウェー館のイメージ図
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文
化
の
切
り
口
、
材
料
と
構
造
の
特
徴
を
考
慮

し
、
木
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
館
の
設
計

方
案
に
あ
げ
ら
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
館
は
「
ノ
ル

ウ
ェ
ー・大
自
然
か
ら
の
賜
物
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

15
本
の
巨
大
な
「
木
」
で
構
成
さ
れ
、
人
々
に

大
自
然
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
与
え
た
豊
か
な
情
景

を
来
場
者
に
体
感
さ
せ
る
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
館
の
設
計
士
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
と
ヘ

レ
ン
は
、
完
璧
な
建
築
は
自
然
と
融
合
し
て
い

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
彼
ら
の
デ
ザ
イ
ン
す

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
館
の
4
つ
の
展
示
ホ
ー
ル
の
4
種

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
風
景
を
紹
介
す
る
と
、「
海
沿

い
の
風
景
　
テ
ー
マ
は
健
康
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
森
林
の
景
色
　
持
続
可
能
な
材
料
の
使
用
」「
ノ

ル
ウ
ェ
ー
独
特
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
風
景
　
水
の
文

化
を
表
現
」
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
「
極
地
の
景
観
」

で
あ
る
。

　
上
海
万
博
に
あ
た
り
、
彼
ら
は
少
し
不
思
議

な
組
み
合
わ
せ
を
試
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
合
板
と
中
国
の
竹
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
製
品
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ

を「plybam
boo

（
ベ
ニ
ヤ
竹
）」
と
名
付
け
た
。

こ
れ
が
建
築
物
の
原
材
料
と
な
り
、
し
か
も
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
館
：

マ
テ
リ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
館
は
切
り
紙
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
建
築
チ
ー
ム
の
3
人
の
メ
イ

ン
設
計
士
は
設
計
当
初
に
、
外
観
が
目
を
引
く

だ
け
で
な
く
、
エ
コ
に
考
慮
す
る
と
い
う
意
見
で

一
致
し
た
。
そ
の
中
で
、
建
材
の
選
択
は
一
大
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
目
を
引
く
外
観
に
は
ど
の
よ
う
な
材
質
を
採

用
す
る
べ
き
か
？
　
互
い
に
交
差
し
て
織
り
な

す
切
り
紙
図
案
は
何
か
ら
組
成
す
る
か
？

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
満
足
の
い
く
解
決
方

法
を
見
つ
け
出
し
た
。
そ
れ
は
木
板
で
あ
る
。

パ
ビ
リ
オ
ン
の
外
観
は
伝
統
的
な
切
り
紙
芸
術

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
独
特
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
ま
ず
は
レ
ー
ザ
ー
で
ベ
ニ
ヤ
板
を
切

り
、
建
築
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
1
ピ
ー
ス
ず
つ
組
み
合

わ
せ
て
い
く
。
そ
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
表
面
に
ガ

ラ
ス
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
及
び
紫
外
線
か
ら

守
り
、
防
水
効
果
が
あ
る
材
料
を
取
り
付
け
て

ウ
ォ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
る
。
パ
ビ
リ
オ
ン
内
部
は

半
透
明
の
P
V
C
か
高
密
度
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な

ど
の
材
料
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
さ
ら
に
外
部

と
同
じ
材
料
を
設
置
す
る
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の
外

部
と
入
り
口
の
地
面
と
パ
ビ
リ
オ
ン
内
部
は
特

殊
な
処
理
が
施
さ
れ
た
耐
久
性
の
あ
る
ウ
ッ
ド

パ
ネ
ル
で
覆
わ
れ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
：

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
＋
エ
コ
施
工

　
エ
コ
施
工
は
エ
コ
建
築
物
の
寿
命
に
か
か
わ

る
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
と
エ
コ

施
工
の
両
者
は
ど
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
長
期
に
わ
た
っ
て
人
々
の
エ
コ
建
築

の
評
価
は
建
築
物
の
設
計
と
そ
の
完
成
品
の
各

項
指
標
の
評
定
上
に
限
ら
れ
て
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
館
は
エ
コ
施
工
を
省
エ
ネ
建
築
の
第
一
歩
と

す
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
3
D
モ
ジ
ュ
ー
ル
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
の
建
造
過
程
を
補
助
す
る
。

パ
ビ
リ
オ
ン
の
垂
直
方
向
の
重
量
を
支
え
る
部

分
は
ス
チ
ー
ル
を
使
用
し
、
正
面
は
細
か
い
パ
ー

ツ
か
ら
組
成
さ
れ
、
現
場
で
組
み
立
て
ら
れ
る
。

水
平
の
構
造
は
木
材
の
枠
組
み
か
ら
な
り
、
床

は
フ
ロ
ア
パ
ネ
ル
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
る
。
外
部

正
面
は
モ
ダ
ン
な
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
、
ウ
ロ
コ

の
形
の
模
様
の
紙
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
な
る
工

業
リ
サ
イ
ク
ル
合
板
を
使
用
す
る
。
中
庭
と
二

階
の
一
部
の
壁
に
は
織
物
由
来
の
も
の
で
覆
う
。

階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
独
立
と
し
た
パ
ー
ツ
で

あ
る
。
全
部
の
建
築
パ
ー
ツ
は
そ
の
製
造
の
過

程
で
必
ず
完
成
後
に
分
解
と
再
度
組
み
立
て
が

で
き
る
よ
う
保
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
館
の
建
築
設
計
士
ク
ル
ケ
ラ
氏

は
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
美
し

パフォーマンスセンター（左端）のイメージ図
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い
生
活
」
を
営
む
と
こ
ろ
に
あ
る
と
語
る
。
美

し
い
生
活
の
6
大
要
素
は
自
由
、
創
造
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
健
康
と
自
然

で
あ
る
。
パ
ビ
リ
オ
ン
は
ひ
と
つ
の
快
適
で
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
き
上
が
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
シ

テ
ィ
ー
で
あ
り
、健
康
的
な
環
境
の
模
範
と
な
る
。

ス
ペ
イ
ン
館
：
柳
枝
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

よ
る
天
然
ク
ー
リ
ン
グ

　
上
海
万
博
ス
ペ
イ
ン
館
は
地
中
海
に
面
し
た

「
闘
牛
王
国
」
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
表
現
し
た
建

築
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
外
観
は
流
線
型
を
な

す
不
規
則
な
「
柳
枝
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

著
名
な
ス
ペ
イ
ン
人
設
計
士
ベ
ネ
デ
ッ
タ
・
タ
グ

リ
ア
ブ
女
史
は
、「
万
博
テ
ー
マ
は
『
都
市
』『
持

続
可
能
』。
こ
れ
は
人
の
生
活
を
改
善
し
た
い
と

考
え
て
い
る
設
計
士
で
あ
れ
ば
誰
も
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
語
る
。
彼
女
の
デ

ザ
イ
ン
も
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
人
に
理
解
さ
れ

る
ス
タ
イ
ル
と
材
料
を
探
し
た
。

　
ス
ペ
イ
ン
館
は
ス
チ
ー
ル
建
材
が
メ
イ
ン
で
、

外
壁
は
ス
ペ
イ
ン
風
の
カ
ゴ
編
み
で
覆
わ
れ
る
。

内
部
を
見
て
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
館
も
エ
コ
建
築

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
総
面
積
8
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ル
は
省
エ
ネ
を
考
慮
し
て
、

パ
ビ
リ
オ
ン
内
部
は
竹
と
半
透
明
の
紙
を
メ
イ

ン
に
使
用
し
て
お
り
、
屋
上
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
。
デ
ザ
イ
ン
方
案
は
上
海
の
台

風
、
梅
雨
と
高
温
な
ど
の
気
候
の
要
素
を
考
慮

し
て
、「
非
常
に
堅
牢
な
建
築
で
、
室
内
温
度
を

ど
の
よ
う
に
行
う
か
も
綿
密
に
考
慮
し
た
」
と

い
う
。

日
本
館
：
呼
吸
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

　
上
海
万
博
に
本
館
の
テ
ー
マ
は
「
心
の
和
、

技
の
和
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
呼
吸
す
る
パ
ビ

リ
オ
ン
」
で
、
自
然
と
呼
吸
を
分
か
ち
合
う
。

こ
れ
は
愛
知
万
博
の
テ
ー
マ
を
継
承
し
て
お
り
、

さ
ら
に
上
海
万
博
の
テ
ー
マ
と
溶
け
合
い
、
完

璧
な
結
合
を
し
て
い
る
。

　
日
本
館
の
デ
ザ
イ
ン
の
信
条
は
「
省
エ
ネ
、

省
材
、
節
水
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

保
護
な
ど
各
方
面
を
追
求
し
続
け
る
」
と
い
う

こ
と
に
始
終
し
て
い
る
。

　
パ
ビ
リ
オ
ン
外
部
は
発
電
で
き
る
超
軽
量
フ

ィ
ル
ム
で
覆
わ
れ
、
内
部
は
循
環
式
呼
吸
孔
な

ど
細
心
の
技
術
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
環
境
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
光
、
水
、
空
気

な
ど
自
然
資
源
を
最
大
限
に
利
用
し
、
透
明
性

が
高
い
ダ
ブ
ル
レ
イ
ヤ
ー
フ
ィ
ル
ム
か
ら
内
部
の

ソ
ー
ラ
ー
電
池
ま
で
効
率
的
な
採
光
、
発
電
を

実
現
し
、
充
分
に
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
す
る
。

　
日
本
館
は
、
屋
根
、
外
壁
か
ら
半
円
形
を
成

し
て
い
る
。
こ
れ
は
施
工
の
上
で
周
辺
環
境
へ
の

影
響
を
少
な
く
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
は
省
エ

ネ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
浄
水
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
先

端
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
ー
実
践
区
編

上
海
　
エ
コ
ハ
ウ
ス
：

エ
ネ
ル
ギ
ー
ゼ
ロ
消
費

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
：
伝
統
的
な
エ
コ
の
手
法
を
融
合

さ
せ
、「
省
エ
ネ
と
排
出
減
、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

快
適
な
住
ま
い
、
ス
マ
ー
ト
高
効
率
」
な
ど
四

大
領
域
の
低
コ
ス
ト
技
術
と
先
鋭
的
技
術
を
応

用
し
、
エ
コ
の
理
念
を
ベ
ス
ト
な
実
践
で
生
き
生

き
と
注
釈
す
る
。

　「
上
海
・
エ
コ
ハ
ウ
ス
」
の
モ
デ
ル
は
上
海
市

閔
行
区
の
中
国
初
の
エ
コ
モ
デ
ル
建
築
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
一
戸

建
て
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
海
の
夏
は
暑
く
、

冬
は
寒
い
、
湿
度
の
高
い
環
境
と
、
高
密
度
な

居
住
形
態
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
不
足
な
ど
に

対
す
る
、
地
域
の
気
候
、
資
源
、
生
活
背
景
と

現
在
み
ら
れ
る
「
高
消
費
、高
度
汚
染
、低
品
質
」

スペイン館のイメージ図
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と
い
う
突
出
し
た
問
題
を
「
省
エ
ネ
、
エ
コ
、
環

境
保
護
、
人
を
基
本
に
」
の
エ
コ
理
念
で
中
国

が
率
先
し
て
実
践
し
て
い
く
の
だ
。

　
こ
の
建
築
物
は
伝
統
的
な
民
家
の
よ
い
点
を

汲
み
取
り
、
天
井
採
光
、
自
然
通
風
、
水
の
景

観
な
ど
の
方
法
を
集
成
し
、
さ
ら
に
超
低
消
費

シ
ス
テ
ム
で
、
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
風
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
併
用
し
て
空
調
を
お
こ
な
い
、
雨
水
や

排
水
な
ど
の
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
知
能
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
多
く
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
国
際
先
進
レ
ベ
ル
の

模
範
と
な
る
。

カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
：

持
続
可
能
な
デ
ザ
イ
ン

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
：
一
棟
の
持
続
可
能
な
建
築
は
、

デ
ザ
イ
ン
と
建
造
の
過
程
に
お
い
て
環
境
思
想

が
貫
か
れ
て
い
る
。
毎
年
10
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
71
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
排

出
、
そ
し
て
72
パ
ー
セ
ン
ト
の
排
水
を
減
ら
す

こ
と
が
き
る
。
建
築
で
出
た
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
区
は
、
元

工
業
エ
リ
ア
の
上
に
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
建
築

物
は
カ
ナ
ダ
の
最
も
厳
格
な
改
造
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
85
エ
ー
カ
ー
の
成
功

案
は
す
で
に
こ
の
地
区
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
設
計
と
建
造
時
に
は
環
境
思

想
を
貫
き
、
採
用
さ
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

保
温
建
築
、
省
エ
ネ
、
調
節
可
能
な
窓
、
室
内

温
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
維

持
、
屋
根
の
雨
水
収
集
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
灌
漑
、

中
水
の
回
収
使
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ト
イ
レ
の
洗

浄
、
屋
根
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
床
下
の
通

風
シ
ス
テ
ム
、
リ
サ
イ
ク
ル
建
材
の
使
用
な
ど
で

あ
る
。
景
観
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
は
で
き
る
だ
け
緑

の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
駐

車
場
を
公
園
に
し
、
週
末
は
周
辺
の
住
民
に
開

放
し
、
植
物
の
配
置
は
地
方
の
特
色
と
現
場
の

特
徴
な
ど
を
生
か
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
計
手
法

の
運
用
は
も
と
の
工
業
区
の
姿
を
徹
底
的
に
変

え
、
カ
ル
ガ
リ
ー
市
の
都
市
再
建
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
0
年
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
万
博
会
場
内

に
新
し
く
建
築
さ
れ
展
示
さ
れ
る
。
外
観
は
同

じ
縮
尺
版
が
再
現
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

プ
ラ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ル
：
垂
直
ガ
ー
デ
ン

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
：
植
物
を
建
築
の
「
材
料
」
と

し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
利
用
し
、
自
然
の
息
吹

を
充
分
に
感
じ
さ
せ
る
「
垂
直
ガ
ー
デ
ン
」
を

成
功
裏
に
構
築
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ル

は
都
市
環
境
に
活
気
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

空
気
中
の
汚
染
物
質
を
吸
収
し
、
喧
騒
を
和
ら

げ
る
。
さ
ら
に
建
築
物
が
陽
光
を
吸
収
し
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
効
果
を
も
緩
和
す
る
。

　
パ
リ
の
セ
ー
ヌ
の
ほ
と
り
に
あ
る
ケ
・
ブ
ラ

ン
リ
ー
博
物
館
は
斬
新
な
プ
ラ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ル

の
技
術
を
採
用
し
、
自
然
と
生
物
の
多
様
性
を

都
市
に
添
え
て
い
る
。
こ
の
博
物
館
を
設
計
し

た
世
界
的
に
著
名
な
設
計
の
巨
匠
ジ
ャ
ン
・
ヌ

ー
ベ
ル
は
、
植
物
学
者
と
協
力
し
、
土
を
使
わ

な
い
植
物
研
究
の
成
果
を
採
用
し
、
特
殊
な
材

料
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
植
物
を
創
造
的
な
「
建
材
」

と
し
て
利
用
し
、
1
5
0
種
1
5
0
0
0
株
に

及
ぶ
世
界
か
ら
集
め
た
植
物
を
8
0
0
平
方
メ

ー
ト
ル
の
壁
面
に
植
え
、「
垂
直
ガ
ー
デ
ン
」
を

構
築
し
た
。

万
博
会
場
に
は
こ
の
ケ
ー
ス
を
原
案
と
し
て
、

同
時
に
パ
リ
の
ほ
か
の
「
豊
か
な
川
の
水
に
、
肥

沃
の
地
が
生
活
を
育
成
す
る
」
ケ
ー
ス
と
結
合

さ
せ
展
示
を
行
う
。
展
示
は
ホ
ー
ル
内
に
セ
ー

ヌ
川
の
地
形
の
形
状
を
模
し
た
大
型
モ
デ
ル
を

つ
く
り
、
同
時
に
先
進
的
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の

力
を
借
り
て
セ
ー
ヌ
沿
岸
の
風
光
明
媚
な
情
景

を
再
現
し
、
来
場
者
に
臨
場
感
溢
れ
る
緑
の
あ

る
風
景
を
提
供
す
る
。
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